
淡水魚種苗生産企業化試験（ウグイ）

3. 結果

4. まとめ

1. 背景

ウグイは、放流用種苗（稚魚）の県内需要に対し、県内で

ウグイ種苗を生産する養殖業者がおらず、種苗の入手が

困難になっています。

このことから、ウグイ卵からの放流用種苗生産及び民間

業者への技術移転を目的とした飼育試験を行いました。

 令和６年５月２４日～１０月２８日の１５７日間で、ウグイ卵から放流種苗578.5kgを生産・販売できました。

 販売金額が費用計を上回る金額となり、黒字となりました。（表２）。

 費用計のうち、飼料代が全体の約77％を占めていました。過去のデータでも、飼料代が費用計の半分以上を

占めていました（表３）。

費用計のうち鶏糞代・電気代・重油代は、卵や稚魚の数量が増減しても、使用量や稼働期間が

変わらないものであることから、ウグイ種苗生産費用を決定する要因は、飼料代であることが

示されました。

今後の民間業者への技術移転へ向けて、最適な飼料量の定量化を目指します。

2. 材料と方法

【材料】

【方法】

県内の内水面漁業協同組合から購入したウグイ卵

受精卵から放流サイズ（3ｇ/尾）の種苗を育て、種苗

生産費用と稚魚販売金額を比較しました。種苗生産

費用の内訳は表１のとおりです。

表１ 種苗生産費用の内訳

図１ ウグイ卵 図２ ウグイ放流種苗
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表２ ウグイ種苗生産に係る費用と販売金額

表３ 費用計に占める飼料代の割合


